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　「資本主義の多様性（varieties　of　capitalism）」論争において明らかにされてきたように，ドイツ
の経済シスラムは「調整された市場経済（Coordinated　Market　Economy）」ないし「協調的資本主
義（koorperativer　Kapitalismus）」としてアングロサクソン諸国の「自由主義的市場経済（Liberal
Market　Economy）」とは明確に区別される独自の特徴を保持してきた。ツーゲヘア（Rainer　Zugeh6r）
はこれを「ライン型資本主義（der　rheinische　Kapitalismus）」と呼び、これについて「通常、第2
次大戦後からドイツ統一に至るまでの期間に、より独特な、ドイツ固有の社会的諸制度に規制された
資本主義的経済秩序を生み出してきた西ドイツ社会が理解されている。この経済秩序は一方での高い
賃金水準と生活水準の比較的低い不平等性と、他方での高い国際競争力とを両立させてきた。ドイツ
において展開されてきた諸制度は、とくに政治的な調整を受け、社会によっても規制される資本・製
品市場、所有者、経営者そして従業員との間の企業内の協調的諸関係、協約レベルの賃金調整そして
二重の職業教育訓練制度を含んでいる」ものと捉えている。ツーゲヘアによれば、この独自の資本主
義経済秩序の中核をなすコーポレート・ガバナンスについても英米の「市場・株主志向的ガバナンス」
に対してドイツ・モデルは「関係志向的ないし利害関係者志向的ガバナンス」として特徴付けられる
ものと理解されている。けれども、1990年代以降、製品市場、資本市場、労働市場のグn一バル化
と自由主義化を通じて、各国の社会・経済システムは国境を越えた外部からの市場の圧力に晒される
ようになっている。同時にこの時期、各国で推し進められた社会福祉制度改革と民営化プログラムは
市場、国家そして企業との間の境界を変化させてきた。こうした動向は、各国固有の資本主義の多様
性を市場の圧力に晒すところとなったのであり、各国固有の資本主義タイプの「収敏か拡散か
（Konvergenz　versus　Divergenz）」を巡って大きな関心と議論を集めてきた。なかでもドイツの伝統
的なコーポレート・ガバナンスのあり方は、大規模株式会社における「株主価値重視経営
（Shareholder－Value　Management）」の台頭とともに大きな変容を迫られていることが明らかにさ
れてきている。さらにこの「株主価値重視経営」の台頭は、短期の収益重視の大規模なリストラ（事
業の再構築）を迫っており、これは、この時期、同時に進展した労働市場の各種規制緩和と合わせて、
これまでの伝統的な労使関係秩序に大きな変容を迫っている。
　標記課題の最終研究年度にあたる本年度はこれまでの研究成果を取りまとめ、1）「21世紀のコー
ポレート・ガバナンスの課題と展望」（海道ノブチカ・風間信隆編著『コーポレート・ガバナンスと経
営学』ミネルヴァ書房刊、2009年4E、終章所収）、2）「ドイツにおけるコーポレート・ガバナン
スと労使関係一ジャクソンらの所論を中心として一」（『経営論集』第57巻、第4号、2010年3月）
として発表してきた。
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